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 見事３位に輝いた皆さん 
渡辺大樹さん(瑞浪中出身) 
漆原悠さん(恵那西中出身) 
丸山高輝さん(恵那西中出身) 
河地駿太朗さん(小泉中出身) 
稲垣和樹さん(坂本中出身) 
水野智貴さん(落合中出身) 
杉山裕さん(落合中出身) 

ジャパンオープンの様子 

代表者の発表テーマの一覧です。 

堂々とした立派な発表でした。 
 
・チョコレートは勉強の効率を上げ 

てくれるのか  

(楠川季世さん･瑞浪中出身) 

・日本語を話す人は将来いなくなるのか 

(日下部真帆さん・加子母中出身) 

・戦闘機の翼の形状と飛行性能   (水野湧太さん･恵那西中出身) 

・コンピューターの計算速度は 2050 年に何倍の早さになっている

のか                            (金子孝也さん･坂本中出身) 

・流行語はどのように流行語になるのか 

(伊藤璃胡さん･瑞陵中出身) 

・タブレット端末を取り入れた授業が子どもたちに与える影響は

何か                           (小島碧純さん･岩邑中出身) 

・日中の眠気の原因と対策方法    (佐藤日菜さん･恵那北中出身) 

・ほぼ知識皆無でも簡単なゲームは作れるのか 

(田口凌さん･付知中出身) 

・ある国の犯罪率を下げるにはどうしたらよいか 

(市岡夏実さん･阿木中出身) 

・昆虫食の可能性～食料としての昆虫を自分なりの視点で考える    

                           (鈴木友理さん･明智中出身) 

３月１１日（月）から２２日（金）の家庭学習期間を利用して、恵那市役所でのインター
ンシップと中学校や特別支援学校でのミニ教育実習に多くの生徒が参加しました。インタ
ーンシップは５名の生徒が、総務課や都市住宅課、地域振興課、リニアまちづくり課などで
実習を積みました。また、ミニ教育実習は２１の中学校や特別支援学校に、７３名の生徒が
実習に行きました。 

「地域を愛し、持続可能な地 
域づくりに貢献する『地域社 
会人』を育成していく」ことを 

目的に、恵那高校では恵那田舎塾が行わ 

れています。地域に貢献されている方々 

を招き、地域を知る機会を創っています。 

過去にはスターバックスコーヒージャパ 

ンや恵那市図書館の方々など、多方面で活躍されている方々に来て頂いています。 

今年度初の恵那田舎塾 は、中山道歴史資料館 の安藤嘉之館長と 

おへマガ(Webマガジン)編集長 の古井千景さんをお迎えし、二部構成で 

行いました。第一部は、安藤館長から「恵那の歴史を知り、魅力を発見しよう！」 

をテーマに、恵那高校や大井宿、中山道の歴史をご講義いただきました。第二部で 

は、「地域の魅力を発信していく！」をテーマに、３１名（２４名の生徒と７名の 

教員）がお二人の実践をたくさん聞かせていただきました。 

↓ 釜戸中学校での授業風景 

↑福岡中学校での授業風景 

↑  恵那市役所での 

↓ インターンシップの様子 

恵那高校の総合的な探究の時間「生き
方我が道」では進路に繋がる分野や興味
のある分野について、各個人で仮説を立
てて検証し、考察します。ここで得た成
果は大学受験や、進学後の研究活動に非
常に役立つものとなっています。 
４月２５日(木)には 

各分野からの代表者発 
表が行われました。 

科学部のメンバーがロボカップに参加。
地区予選、岐阜ブロック大会レスキュー部
門優勝により、全国大会出場決定。 

そして、４月 27、28、29 日に和歌山市
和歌山ビッグホールで開催されたロボカ
ップジュニア・ジャパンオープン２
０１９の「ジャパンリーグ・レスキュ
ー部門」に出場、第３位となりました。 



 


